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Ⅰ 安心安全なまちづくり

課題

新しい津波防災の考え方１

●災害に上限はなく，全ての津波を防潮堤で防ぐことは不可能
●あらゆる想定外に備え，どんな場合でも命を守る

●津波対策における想定津波高を２段階に区分
　レベル１津波：比較的頻度の高い津波　レベル２津波：最大クラスの津波
●「避難」を軸に，土地利用，避難施設，防災施設等を組合せ，とりうる手段を尽くした
　総合的な津波防災対策を構築

新しい津波防災における2種類の想定津波

新しい津波防災と防潮堤・まちづくりの考え方

レベル1（L1）津波
防潮堤

レベル1津波

● 比較的頻度の高い津波
● 数十年から百数十年に一度
● 津波は防潮堤で止める
● 防潮堤の高さを決める

○ 宮城県沿岸を22の地域
　 に分割して防潮堤の高さ
　 を決定
○ 一線堤として津波を防護

・明治三陸津波（1896）
・チリ津波（1960）
・宮城県沖地震津波（想定）

・貞観津波（869）
・東日本大震災（2011）

レベル2（L2）津波

● 最大クラスの津波
● 数百年に一度
● 津波は防潮堤を越える
● 総合的な津波防災対策

防潮堤

レベル2津波

防潮堤の整備
レベル1津波

防潮堤の高さ

○ 「粘り強い構造」で減災
○ 「避難時間の確保」
　 「浸水範囲の減少」
　 「防潮堤の早期復旧」

レベル2津波

「粘り強い」防潮堤

レベル2津波でも建物が倒壊しない居住可能地域の選定
【津波シミュレーション　＋　背後の安全度評価】

○あらゆる想定外に備えるために
・ハザードマップ，避難高台，防災情報伝達施設，等

新しい「まちづくり」と住まいの早期復旧
レベル2津波

三陸沿岸リアス地形 仙台湾沿岸低平地

高台移転
多重防御施設による

減災効果

現位置再建，内陸移転

避難路・救出路
の整備

+

避難計画

防護 減災
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台
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リアス地形（急峻な山地に囲まれた狭い平地） 大きいまま

地形 平地部の浸水深・流速（津波特性）

内陸に向かい減勢低平地（なだらかな平地が連続）

〈産業・農地エリア〉〈住宅エリア〉
道路

農地

防災緑地

防潮堤商工業地
農地

防潮堤減衰
減衰

多重防御イメージ

〈住宅エリア〉 〈産業エリア〉
道路

避難ビル・工場
防潮堤

大きいまま来襲
高台移転・職住分離イメージ

防潮堤

いわき・水戸

仙台湾
南部地域

仙台空港

仙台・塩釜港
●

●

石巻・松島地域

三陸地域

釜石・八戸

道路

安心安全なまちづくり
地形特性や被災教訓を踏まえた
「新しいまちづくり」
2

●レベル2津波に対して「逃げる」・「避難する」を前提とした
  「減災」という新しい考えを取入れた「まちづくり」

●三陸沿岸リアス地形の「まちづくり」のポイントは「高台移転」
●仙台湾沿岸低平地の「まちづくり」のポイントは「多重防御」

地域特性を活かした沿岸防災のイメージ

●震災時の津波高さと家屋流出の関係から居住可能区域を整理

居住可能区域の選定

防潮堤の
高さ

レベル1津波

レベル2津波

「粘り強い」
防潮堤

三陸沿岸
リアス地形
高台移転

仙台湾沿岸低平地
多重防御施設による

減災効果

現位置再建，内陸移転
+

レベル2津波でも建物が倒壊しない居住可能地域の選定
【津波シミュレーション　＋　背後の安全度評価】

レベル2津波

新しい「まちづくり」と住まいの早期復旧
防護

減災

検討対象モデル市町※の選定

津波の浸水深及び流速と建物被害の関連性把握
（フラジリティ曲線の作成）

○居住可能性地区の選定
○多重防御施設の配置

○多重防御施設（道路，緑地等）の配置計画作成（線形，高さの設定）
○居住可能地の設定（多重防御施設効果を見込んで区域を設定）
津波シミュレーションにより安全性が確保されるまで，繰り返し確認。

津波浸水区域内の建物被害調査 今次津波の再現シミュレーション ※対象モデル市町の選定
津波被災地の土地利用は，石巻以
北の三陸海岸のリアス地形と仙台
湾沿岸の低平地で異なっているた
め，それぞれの代表市町として南
三陸町と岩沼市をモデル地区とし
て選定。

フラジリティ曲線とは。
fragility curve ＝ 脆弱曲線
外力と建物がある損傷に達する損
傷確率との関係を表す曲線。ここ
では、横軸に津波浸水深、縦軸に
住宅の流出率をプロットした曲線。
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